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■今後力を入れてほしい施策

（上位６位までを表記）

▲朝の狭山市駅西口の状況

市
民
意
識
調
査
で
は
、
約
４
割
の
人
が
駅
周
辺
の
総
合
的
な
整
備
を
希
望

市
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
市
政
へ
の
ご
意

見
や
ご
要
望
を
お
聞
き
す
る
市
民
意
識
調

査
を
今
年
の
１
月
に
実
施
し
ま
し
た
。
市

内
在
住
の
２０
歳
以
上
の
か
た
３
千
人
に
お

願
い
し
、
１
千
８
８
４
人
の
皆
さ
ん
か
ら

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
全
体
の
施
策
の
中
で
、
今
後
特
に
力

を
入
れ
て
ほ
し
い
施
策
と
し
て
「
駅
周
辺

の
総
合
的
な
整
備
（
市
街
地
再
開
発
事
業

や
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進
）」が
３７
・
６

％
と
最
も
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
駅
周
辺
を
よ
り
魅
力
の
あ
る
も
の
に

す
る
た
め
何
が
必
要
か
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

都
市
施
設
に
つ
い
て
は
「
幅
の
広
い
道
路

や
歩
行
者
優
先
の
道
路
」
２９
％
、「
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
な
ど
の
運
行
が
円
滑
な
駅
前
広

場
」２６
％
、「
駐
車
場
・
駐
輪
場
」２４
・
３
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
商
業
施
設
に
つ
い
て

は
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
」
４０
・
１
％
、

「
個
性
的
な
品
ぞ
ろ
え
を
持
つ
店
舗
」、「
ゆ

っ
た
り
と
く
つ
ろ
げ
る
喫
茶
店
や
レ
ス
ト

ラ
ン
」が
そ
れ
ぞ
れ
１６
・
９
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
商
業
施
設
と
あ
わ

せ
た
駅
周
辺
の
総
合
的
な
街
づ
く
り
が
、

多
く
の
市
民
に
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

狭
山
市
駅
西
口
地
区
は
、
緑
や
景
観
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
や
さ
し
い
街
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
を
基
本
に
、
都
市
施
設
や
商
業
施
設
、
公
益
施
設
な
ど
の
整
備
を
行
い
、
市
の
中
枢
拠

点
に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
と
活
力
の
あ
る
街
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
狭
山
市
駅
西
口
地
区
の
整
備
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
現
在
の
計
画
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

狭
山
市
駅
西
口
地
区
の
整
備
計
画
は
、
こ

れ
ま
で
に
狭
山
市
駅
西
口
再
開
発
協
議
会
や

要
望
の
あ
っ
た
各
種
団
体
に
説
明
を
行
い
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。
説

明
会
や
市
長
の
手
紙
な
ど
に
、
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
ご
意
見
、
ご
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
・
再
開
発
事
業
は
い
つ
始
ま
り
ま
す
か
。

Ａ
・
現
在
の
計
画
で
は
、平
成
１３
年
に
都
市
計

画
の
手
続
き
を
行
い
、
平
成
１５
年
の
工
事
着

手
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
・
狭
山
市
駅
は
、
他
市
の
駅
前
に
は
な
い
、

魅
力
的
な
街
づ
く
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
・
駅
前
広
場
か
ら
公
園
に
か
け
て
、開
放
的

な
眺
望
を
大
切
に
し
、
景
観
や
自
然
と
の
調

和
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ゆ
と
り
あ
る
駅
前

広
場
を
中
心
に
、
商
業
施
設
や
市
民
広
場
の

イ
ベ
ン
ト
で
賑
わ
い
を
創
り
出
し
、
子
ど
も

や
お
年
寄
り
、
障
害
者
に
や
さ
し
い
街
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

Ｑ
・
な
ぜ
、都
市
基
盤
整
備
公
団
に
施
行
要
請

し
た
の
で
す
か
。

Ａ
・
再
開
発
事
業
の
実
績
・
経
験
が
多
く
、
技

術
的
支
援
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
や
、
国
の
特

殊
法
人
で
あ
る
公
団
が
施
行
す
る
場
合
、
大

き
な
資
金
を
一
度
に
投
入
す
る
こ
と
が
容
易

な
こ
と
な
ど
か
ら
で
す
。

Ｑ
・
再
開
発
事
業
は
、大
き
な
資
金
を
支
出
す

る
と
思
い
ま
す
が
、
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と

に
な
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ
・
国
の
補
助
金
を
最
大
限
に
活
用
し
、公
団

資
金
を
割
賦
制
度
で
利
用
す
る
な
ど
、
他
の

人
と
自
然
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り

2

狭
山
市
駅
西
口
地
区

計
画
案
に
対
す
る
ご
意
見
・

ご
質
問
を
紹
介
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▲狭山市駅西口再開発協議会の活動

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

狭
山
市
駅
西
口
地
区
は
、市
庁
舎
、中
央

図
書
館
、
中
央
公
民
館
な
ど
の
公
益
施
設

や
古
く
か
ら
入
間
川
七
夕
通
り
商
店
街
な

ど
の
商
業
施
設
が
集
積
し
、
中
心
市
街
地

を
形
成
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、駅
前
広

場
や
都
市
計
画
道
路
な
ど
の
都
市
基
盤
の

整
備
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
通
勤
・
通
学

時
間
帯
は
大
変
混
雑
し
、
都
市
計
画
や
商

業
振
興
に
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
と
西
口
地
区
に
お
住
ま
い

の
か
た
が
た
と
長
い
間
、
話
し
合
い
を
続

け
た
結
果
、
平
成
９
年
７
月
に
再
開
発
の

研
究
と
事
業
推
進
を
目
的
と
す
る
狭
山
市

駅
西
口
再
開
発
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。協
議
会
と
市
の
話
し
合
い
で
、早
期
の

実
現
を
図
る
た
め
に
各
地
で
再
開
発
事
業

の
実
績
を
持
つ
都
市
基
盤
整
備
公
団
（
住

宅
・
都
市
整
備
公
団
が
組
織
変
更
）の
調
査

協
力
を
得
る
こ
と
を
決
定
し
、
平
成
９
年

度
か
ら
各
種
調
査
を
共
同
で
実
施
す
る
と

と
も
に
、
学
識
経
験
者
、権
利
者
、
商
業
団

体
、
市
民
有
識
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
検

討
委
員
会
で
検
討
し
、
西
口
地
区
整
備
の

基
本
方
針
を
定
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成

１０
年
度
に
検
討
を
重
ね
、
西
口
地
区
の
計

画（
案
）が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、市
と
協
議
会
は
、今
年
の
８
月
に

都
市
基
盤
整
備
公
団
に
対
し
、
市
街
地
再

開
発
事
業
の
直
接
施
行
を
要
請
し
ま
し
た
。

西
口
計
画（
案
）の
概
要

こ
の
計
画
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
示
す
よ

う
に
市
街
地
再
開
発
事
業
（
３
・
６
ha
）
と

新
都
市
機
能
ゾ
ー
ン
整
備
事
業（
５
ha
）の

二
つ
の
事
業
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

■
駅
前
は
街
の
顔

第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
は
、
土
地

を
合
理
的
か
つ
健
全
に
高
度
利
用
し
都
市

機
能
の
更
新
を
図
る
た
め
、
建
築
物
な
ど

の
不
燃
共
同
化
と
あ
わ
せ
て
駅
前
広
場
な

ど
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
仕
組
み

は
、
権
利
者
の
理
解
・
協
力
を
得
て
、従
前

の
資
産
価
格
に
見
合
う
分
を
再
開
発
ビ
ル

の
床
に
置
き
換
え
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま

す
。そ
し
て
、土
地
を
合
理
的
か
つ
健
全
に

高
度
利
用
す
る
こ
と
で
再
開
発
ビ
ル
に
新

た
な
床（
保
留
床
）を
生
み
出
し
、そ
の
床
を

処
分（
売
却
）し
て
事
業
費
の
一
部
を
ま
か

な
う
と
と
も
に
、
駅
前
広
場
な
ど
の
公
共

用
地
も
生
み
出
し
、整
備
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
事
業
で
は
、
賑
わ
い
や
景
観
を
大

切
に
し
開
放
的
な
空
間
と
な
る
よ
う
に
、

駅
前
広
場
、商
業
施
設
、公
益
施
設
、住
宅
、

市
民
広
場
、地
下
の
駐
車
場
・
駐
輪
場
を
計

画
し
て
い
ま
す
。公
益
施
設
に
は
、公
民
館
、

男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
生
涯
学
習
・

交
流
機
能
、
市
の
総
合
情
報
機
能
、
健
康
・

福
祉
機
能
な
ど
を
複
合
的
に
導
入
す
る
よ

う
検
討
し
て
い
ま
す
。

■
緑
や
景
観
に
配
慮
し
た

ゆ
と
り
あ
る
街
づ
く
り

入
間
川
小
学
校
の
移
転
跡
地
や
中
央
公

民
館
な
ど
は
、
新
都
市
機
能
ゾ
ー
ン
と
し

て
位
置
づ
け
、道
路
・
公
園
、駐
車
場
、住
宅

地（
代
替
地
を
含
む
）、
公
益
施
設
を
整
備

し
ま
す
。ま
た
、校
内
樹
木
や
斜
面
緑
地
を

大
切
に
し
、
市
街
地
再
開
発
事
業
と
一
体

的
に
計
画
す
る
こ
と
に
よ
り
、
駅
前
の
眺

望
が
開
け
、
回
遊
性
や
相
乗
効
果
を
生
み

出
し
、
市
民
生
活
に
便
利
で
賑
わ
い
の
あ

る
街
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
整
備
に

つ
い
て
は
、
市
街
地
再
開
発
事
業
と
の
連

携
を
踏
ま
え
、
財
政
状
況
を
勘
案
し
な
が

ら
段
階
的
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

施
策
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
十
分
考
慮
し
て
い
き

ま
す
。

Ｑ
・
区
域
内
に
住
ん
で
い
る
人
の
生
活
再
建

を
配
慮
し
た
計
画
や
対
応
を
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
・
再
開
発
事
業
は
、区
域
内
に
権
利
を
お
持

ち
の
か
た
の
協
力
な
し
に
は
、
実
現
で
き
ま

せ
ん
。
狭
山
市
駅
西
口
再
開
発
協
議
会
や
関

係
者
と
の
話
し
合
い
を
十
分
に
行
い
な
が
ら
、

引
き
続
き
地
区
内
で
生
活
で
き
る
よ
う
権
利

者
の
意
見
を
尊
重
し
、
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
・
狭
山
の
特
徴
で
あ
る
、
緑
を
大
切
に
し

た
整
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
・
学
校
内
の
樹
木
を
で
き
る
限
り
保
存
す

る
よ
う
心
が
け
、
新
た
に
公
園
を
整
備
す
る

な
ど
、緑
を
大
切
に
し
た
計
画
を
進
め
ま
す
。

Ｑ
・
他
市
の
再
開
発
で
は
、デ
パ
ー
ト
が
出
店

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
計
画
で
は
ど
の
よ
う

に
な
り
ま
す
か
。

Ａ
・
企
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

当
地
区
の
立
地
性
や
今
日
の
経
済
状
況
を
考

え
る
と
、
デ
パ
ー
ト
な
ど
の
出
店
は
難
し
い

状
況
で
す
。そ
こ
で
、生
鮮
食
品
の
店
内
加
工

や
個
性
的
な
品
ぞ
ろ
え
の
食
品
ス
ー
パ
ー
を

核
に
、
他
分
野
の
専
門
店
や
地
元
商
店
と
の

複
合
し
た
商
業
施
設
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
・
所
沢
の「
プ
ロ
ペ
通
り
」や
川
越
の「
ク
レ

ア
モ
ー
ル
」
の
よ
う
な
も
の
は
計
画
に
あ
る

の
で
す
か
。

Ａ
・
狭
山
の
顔
づ
く
り
、街
の
賑
わ
い
を
創
出

す
る
た
め
、
駅
前
の
商
業
施
設
か
ら
入
間
川

七
夕
通
り
商
店
街
へ
賑
わ
い
を
つ
な
げ
る
狭

山
坂
通
り（
仮
称
）の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

化
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
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区総合計画（案）

区の図書館を移
ミ ュージアムなど
し ます。Ｈ街区は、
し、市民生活を
を計画します。

ＢＢ街街区区（（商商業業・・住住宅宅））

核テナントを中心とする地上３階の商業施設
、住宅（約１６０戸）や、駅前広場下の駐車場と
体的利用を想定した公共駐車場を計画します。

Ｅ

Ｇ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

地形を利用して地域色や特徴をもった施設を
配置することで、駅前商業施設から入間川七夕
通り商店街まで商業を連続させて、活気ある賑
わい軸（歩行者専用道）を創出します。

■狭山坂（仮称）

市市民民広広場場

Ｈ

この計画は、平成１０年度調査に基づき作成
したもので、今後さらに検討するものです。

中中央央図図書書館館

Ａ

狭狭山山市市駅駅

狭狭
山山
市市
駅駅
霞霞
野野
線線

現在区域内にある公益施設を中心に、各
施設を市民が利用しやすいように文化、健
康、情報を複合化した施設（仮称：狭山交流
館）を計画します。あわせて、バンケット機
能のある宿泊施設や、狭山坂（仮称）に賑わ
いある施設を配置し、地下に公共駐車場を
計画します。市民広場は、野外イベント、祭
りなどの開催や、市民自ら野外活動を行う
ことができる広場を計画します。

地上３階の商業施設の上部には、住宅（約
１２０戸）を計画します。商業施設は２階部分
でペデストリアンブリッジ（歩行者橋）と連
結させることで、集客力を高めます。

市街地再開発事業

狭山市の玄関口にふさわしいデザインと
するため、緑や水など自然の要素を取り入
れつつ、車両交通や歩行者が快適で、スム
ーズに機能する駅前広場とします。地下部
分は、他の街区の地下駐車場と一体に利用
可能な駐車場や駐輪場を計画することで、
駅や商業施設を利用する人の利便性を図り
ます。

■Ａ－２街区（公益施設・都市サー
ビス施設・市民広場）

■Ａ－１街区（商業・住宅）

■駅前広場

4

Ｑ
・
駅
の
西
口
と
東
口
の
行
き
来
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
・
現
在
利
用
し
て
い
る
地
下
連
絡
通
路
が

さ
ら
に
利
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
検
討
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
・
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
ブ
リ
ッ
ジ
（
歩
行
者

橋
）
は
、
障
害
者
な
ど
に
は
不
便
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

Ａ
・
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
ブ
リ
ッ
ジ
は
、車
と
人

の
動
線
を
分
離
し
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め

※

に
、必
要
な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
考
え
に
基
づ
き
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
な
ど
で
利
便
性
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

※
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど

が
社
会
生
活
を
営
む
う
え
で
、
障
害
（
バ
リ

ア
）
と
な
る
も
の
を
取
り
除
い
て
い
く
こ
と

Ｑ
・
公
益
施
設
の
中
に
、音
楽
専
用
ホ
ー
ル
を

造
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
・
音
楽
活
動
施
設
に
つ
い
て
は
、駅
前
の
立

地
・
利
便
性
を
生
か
し
た
公
益
施
設
の
一
つ

と
し
て
、
市
民
に
広
く
利
用
さ
れ
る
施
設
を

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
・
狭
山
市
に
は
映
画
館
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

計
画
に
は
な
い
の
で
す
か
。

Ａ
・
想
定
さ
れ
る
施
設
の
一
つ
と
し
て
、企
業

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
事
業
採
算
性
な
ど
を
含
め
、
進
出
に
慎

重
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
・
駐
輪
場
・
駐
車
場
は
、
ど
の
く
ら
い
あ
り

ま
す
か
。

Ａ
・
駅
前
広
場
の
地
下
を
中
心
に
１
千
７
０

０
台
の
駐
輪
場
を
、ま
た
、駐
車
場
は
駅
前
広

場
と
再
開
発
ビ
ル
の
地
下
に
２
８
９
台
、
新

訪訪線線
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市
民
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

狭
山
市
駅
西
口
再
開
発
事
業
は
、
駅
周
辺
の
総
合
的
な
整
備
と
し
て
、
市
民
の
期
待
が
大
き
く
、
早
期
に
実

現
し
た
い
重
点
事
業
で
す
。
今
後
と
も
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
今
ま
で
に
な

い
よ
う
な
魅
力
あ
る
街
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
２１
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
街
づ
く
り
の
た
め
に
、
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
ご
意
見
狭
山
市
駅
西
口
開
発
事
務
所
へ
�
９
５
５－

０
０
２
３
、Ｆ
Ａ
Ｘ
９
５
５－
０
３
９
３

新都市機能ゾーン整備事業

市民広場とは対比的に、中心市
街地にあって、土と緑に触れ合え
る自然環境の形成を図ります。

校内樹木を生かした緑豊
かで安全な住宅地とします。

市民広場沿いに駅前から連続
する並木を整備し、狭山坂（仮称）
とは対比的な緑と一体化した遊
歩道を計画します。

■街区公園

■住宅街区

緑のプロムナード

立体駐車場（約３６０台）の屋上を
緑化し、街区公園と歩行者ブリッジ
で結ぶことにより、一体的なオープ
ンスペースの形成を図ります。

■公共駐車場

狭山市駅西口地

Ｆ

Ｄ街区は、Ｈ街
転するとともに、ミ
を複合的に計画し
現在の建物を活用
支援する施設など

■Ｄ・Ｈ街区

新新
都都
市市
線線（（
仮仮
称称
））

■■

と
一

都
市
機
能
ゾ
ー
ン
区
域
に
３
６
０
台
の
立
体

駐
車
場
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
・
新
都
市
機
能
ゾ
ー
ン
は
、ど
こ
か
ら
整
備

す
る
の
で
す
か
。

Ａ
・
平
成
１２
年
度
に
、入
間
川
小
学
校
な
ど
の

解
体
を
行
い
、
そ
の
後
、
新
都
市
線（
仮
称
）

や
住
宅
街
区
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

街区別土地利用計画（案）
備 考

公益施設

住宅用地

住宅用地

駐車場

公益施設

敷地面積��

６，７００

１６，３８０

５，７００

７，７５０

３，０８０

５，０００

５，３００

４９，９１０

利 用 区 分

街区公園

道路用地

Ｄ街区

Ｅ街区

Ｆ街区

Ｇ街区

Ｈ街区

合 計

公
共
施
設

宅

地

新

都

市

機

能

ゾ

ー

ン

備 考

駐車場、駐輪場

商業、住宅、駐車場

公益・都市サービス施
設、市民広場、駐車場

商業、住宅、駐車場

駐輪場

敷地面積��

６，５００

９，０００

２，４００

１２，１９０

５，９００

４００

３６，３９０

利 用 区 分

駅前広場

道路用地

Ａ－１街区

Ａ－２街区

Ｂ街区

Ｃ街区

合 計

公
共
施
設

宅

地

再

開

発

地

区

狭狭山山市市駅駅上上諏諏
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